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＜石川康長の手紙＞ 

 

石川康
やす

長
なが

は石川数正の長男で、三
みつ

長
なが

という名前も使っています。官職
かんしょく

の名は玄蕃頭
げんばのかみ

で、石川玄

蕃頭康長（三長）と名乗りました。数正が肥前
ひ ぜ ん

名護屋
な ご や

城
じょう

へ行っていたことは前回お示ししたとお

りです。実は息子の康長も天正 19 年（1591）に、500 名の軍勢を率いて名護屋に在陣
ざいじん

するように

豊臣
とよとみ

秀
ひで

吉
よし

から命令を受けています。いつ名護屋に行ったかはわからないのですが、父数正と同時

に在陣したと思われます。数正は天正 20 年（文禄元年・1592）に出発しています。おそらく康長

は先に行っていたと考えられます。康長が名護屋に在陣していたことを示すのは次の手紙です。 
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こちら（この表）とは肥前名護屋を示しています。松本宿の名主
な ぬ し

（肝煎
きもいり

）をしている、三郎
さぶろう

右
う

衛門
え も ん

と和泉
い ず み

に出した手紙です。このうち「和泉
い ず み

」は手紙の持ち主である松林さんのご先祖になり

ます。数正が手紙を送った「右
う

橘
きつ

」と同一人物ということです。 

名護屋での無事
ぶ じ

を知らせて、町の名主の仕事をおこたらないように、特に火の元の用心を指示

しています。そしてもうすぐ陣から戻る（松本へ帰る）ことを伝えているのです。 

ところでこの手紙はいつ書かれたのでしょうか。日付は「霜月
しもつき

二十四日」となっていますので

11 月 24 日なのですが、何年のことなのかがわかりません。長野県の歴史史料を集めた『信濃
し な の

史料
しりょう

』

では文禄 3 年（1594）の手紙とされています。しかしこれには問題があります。松本市の公式見

解では松本城天守が完成したのは文禄 2 年～3 年（1593～1594）です。文禄元年に数正が肥前に出

兵してその年に亡くなります。康長は早くて天正 19 年に肥前に行っていますから、松本はまった

く主人がいない状態です。数正のあとを継
つ

いだのは康長ですから、天守を完成させたのは康長と

いうことになります。もし文禄 3 年の 11 月 24 日にまだ肥前にいたとすれば、康長は天守の完成

を見なかった可能性が出てきます。天守は城主
じょうしゅ

がいないまま完成したのでしょうか。 

第 1 回の朝鮮出兵（文禄の役
えき

）は、文禄 2 年（1593）に休戦しています。ということは文禄 3 年

の暮れまで名護屋にいる必要はありません。やはり康長が松本へ帰ったのは文禄 2 年の 11 月 24

日以後間もなくで、それから文禄 3 年にかけて天守が完成したと考えることができます。 

写真は、二の丸への入

り 口 と な る 太鼓門
た い こ も ん

の

石垣
いしがき

です。その中で特別

に大きな石を「玄蕃
げ ん ば

石
いし

」

と呼びます。名前の通り

石川玄蕃頭康長が運ば

せたという言い伝えが

あります。このような石

垣の普請
ふ し ん

からも分かる

ように、松本城が非常に

強力な命令によって造

られていた様子が伝わ

ってきます。 

              

玄蕃石についての伝説を紹介します。工事の過酷
か こ く

さを伝えているのでしょうか。 

＜玄蕃石伝説＞ 

太鼓門の脇にすえるちょうどよい大きさの石を康長みずから石の上に乗りお城まで運ぶこ

とになりました。ところが、石を運ぶ人の中に一人、不満をいう者がいました。石川玄蕃頭康

長は石から飛び降り、不満を訴えた者を呼び出し、大勢の前で首をはねました。槍をとるとそ

の首を突き刺して高く掲げ、再び大石の上に飛び乗ると「ものども、さあ引け」と大声で号令

をかけ、石を引かせました。 

このようなことがあってから、この大きな石を玄蕃石と呼ぶようになりました。 


